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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の処理部を備えた電子装置であって、
　各処理部は、
　変数を演算する演算部（Ｓ１０、Ｓ２２）と、
　自処理部における前記演算部での演算にエラーが発生したか否かを判定する判定部（Ｓ
１１、Ｓ２３）と、
　前記判定部にてエラーが発生したと判定された場合、エラーが発生したと判定された演
算で得られた前記自処理部の変数を初期化する第１初期化部（Ｓ１４、Ｓ２６）と、を備
え、
　他処理部における前記演算部の演算で得られた変数値を保持しつつ、他処理部の演算し
た変数に関連する変数を、保持した変数値を用いて前記演算部が演算するものであり、
　さらに、
　前記演算部の演算が複数の前記処理部間で並行実行され、前記判定部にてエラーが発生
したと判定された場合、エラーが発生したことを複数の前記処理部間で共有するために、
エラーが発生したことを記憶するエラー記憶部（Ｓ１３、Ｓ２５）と、
　前記エラー記憶部を確認することで、他処理部の前記演算部での演算にエラーが発生し
ているか否かを監視する監視部（Ｓ１５、Ｓ２７）と、
　前記監視部での監視でエラーが発生していた場合、該エラーが発生している演算で得ら
れた変数に関連する前記自処理部の変数を初期化する第２初期化部（Ｓ１６、Ｓ２８）と



(2) JP 6558317 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

、備えている電子装置。
【請求項２】
　複数の前記処理部は、一つのマイコンに設けられたコアである請求項１に記載の電子装
置。
【請求項３】
　変数値が記憶された変数記憶部を備えており、
　前記演算部は、前記変数記憶部に記憶された変数を演算するとともに、演算で得られた
値に変数を更新し、
　前記監視部は、前記自処理部における前記演算部の演算によって得られた値に変数を更
新する前に前記エラー記憶部を確認し、
　前記第２初期化部は、前記監視部での監視でエラーが発生していた場合、前記自処理部
における前記演算部の演算によって得られた値に変数を更新する前に、前記変数記憶部に
記憶された、前記自処理部の変数を初期化する請求項１又は２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記第２初期化部は、他処理部の前記演算部での演算にエラーが発生していた場合、該
エラーが発生している演算で得られた変数に関連する前記自処理部の変数を含む、前記自
処理部における全ての変数を初期化する請求項１又は２に記載の電子装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、演算を実行する電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、演算を実行する電子装置の一例として、特許文献１に開示された車載制御装置が
ある。この車載制御装置は、非数が発生した変数を初期化するとともに、同変数を参照し
て算出される変数など、非数が発生した変数によって影響を受ける変数を一括して初期化
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１６４８１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、電子装置には、演算を並行実行する複数の処理部を備えたものがある。この
ような電子装置では、演算結果が非数になるなど演算にエラーが発生した変数と、この変
数の影響を受ける変数とが、異なる処理部に配置されていることもある。また、処理部は
、複数の処理部における他の処理部で変数が演算されると、その変数の値を保持し、その
後、保持しておいた値を用いて他の変数の演算を行う。
【０００５】
　よって、処理部は、他の処理部での演算にエラーが発生した場合、エラーが発生前の変
数値を保持することがある。このため、処理部は、エラーが発生した演算で得られた変数
が他の処理部によって初期化され、且つ、この変数の影響を受ける変数を初期化したとし
ても、保持しておいたエラーが発生前の演算で得られた変数値を用いて他の変数の演算を
行なってしまう。従って、電子装置は、エラーが発生前の演算で得られた変数値を用いて
演算された変数が初期化されないという問題がある。
【０００６】
　本開示は、上記問題点に鑑みなされたものであり、変数の演算を並行実行する複数の処
理部が、エラーが発生した演算で得られた変数に加えて、この変数を用いて演算された変
数を初期化することができる電子装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本開示は、
　複数の処理部を備えた電子装置であって、
　各処理部は、
　変数を演算する演算部（Ｓ１０、Ｓ２２）と、
　自処理部における演算部での演算にエラーが発生したか否かを判定する判定部（Ｓ１１
、Ｓ２３）と、
　判定部にてエラーが発生したと判定された場合、エラーが発生したと判定された演算で
得られた自処理部の変数を初期化する第１初期化部（Ｓ１４、Ｓ２６）と、を備え、
　他処理部における演算部の演算で得られた変数値を保持しつつ、他処理部の演算した変
数に関連する変数を、保持した変数値を用いて演算部が演算するものであり、
　さらに、
　演算部の演算が複数の処理部間で並行実行され、判定部にてエラーが発生したと判定さ
れた場合、エラーが発生したことを複数の処理部間で共有するために、エラーが発生した
ことを記憶するエラー記憶部（Ｓ１３、Ｓ２５）と、
　エラー記憶部を確認することで、他処理部の演算部での演算にエラーが発生しているか
否かを監視する監視部（Ｓ１５、Ｓ２７）と、
　監視部での監視でエラーが発生していた場合、該エラーが発生している演算で得られた
変数に関連する自処理部の変数を初期化する第２初期化部（Ｓ１６、Ｓ２８）と、備えて
いることを特徴とする。
【０００８】
　このように、本開示は、自処理部における演算部での演算にエラーが発生したか否かを
判定し、エラーが発生したと判定した場合、エラーが発生したと判定された演算で得られ
た自処理部の変数を初期化する。また、本開示は、エラーが発生したと判定された場合、
エラーが発生したことを複数の処理部間で共有するために、エラーが発生したことを記憶
部に記憶し、この記憶部を確認して、他処理部の演算部での演算にエラーが発生している
か否かを監視する。
【０００９】
　このため、本開示の各処理部は、自処理部における演算部での演算で用いる変数が、エ
ラーが発生している演算で得られた変数であるか否かを把握することができる。そして、
本開示は、監視部で監視してエラーが発生していた場合、エラーが発生している演算で得
られた変数に関連する自処理部の変数を初期化する。よって、本開示は、変数の演算を実
行する複数の処理部が、エラーが発生した演算で得られた変数に加えて、この変数を用い
て演算された変数を初期化することができる。
【００１０】
　なお、特許請求の範囲、及びこの項に記載した括弧内の符号は、一つの態様として後述
する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示すものであって、発明の技術的範囲を
限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態におけるマイコンの概略構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態におけるマイコンの処理動作を示すシーケンス図である。
【図３】実施形態における第１コアの処理動作を示すフローチャートである。
【図４】実施形態における第２コアの処理動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下において、図面を参照しながら、発明を実施するための形態を説明する。図１に示
すように、ＥＣＵ２００は、マイクロコンピュータ１００が設けられている。なお、ＥＣ
Ｕ２００は、マイコン１００の他にも、各種電子素子が設けられていてもよい。
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【００１３】
　マイクロコンピュータ１００は、電子装置に相当する。以下においては、マイクロコン
ピュータ１００をマイコン１００と略称で記載する。マイコン１００は、第１コア１０、
第１コア用ＲＡＭ１２、第２コア２０、第２コア用ＲＡＭ２２、共有ＲＡＭ３０などを備
えて構成されている。このように、マイコン１００は、所謂デュアルコアマイコンである
。しかしながら、本発明は、三つ以上のコアを含むマルチコアマイコンでも採用できる。
【００１４】
　第１コア１０と第２コア２０のそれぞれは、処理部に相当する。各コア１０，２０は、
予め定められた演算順序に従って予め定められたプログラムを実行する。また、各コア１
０，２０は、浮動小数点演算を実行可能に構成されている。なお、コアは、演算プロセッ
サやＣＰＵコアと言い換えることもできる。各コア１０，２０の処理動作に関しては、後
程詳しく説明する。
【００１５】
　第１コア１０は、第１コアフラグが記憶された記憶領域である第１フラグ領域１１を含
んでいる。第１コアフラグは、第１コア１０によって値が設定されるフラグである。また
、第１コアフラグは、第１コア１０による演算にエラーが発生したか否か、すなわち第１
コア１０の演算状態を示すフラグである。よって、第１コアフラグは、第１コア１０によ
る演算にエラーが発生したか否かによって値が書き換えられる。この第１コアフラグは、
第１コア１０のみが値を設定できる。このため、第２コア２０は、第１コアフラグの値を
設定できない。
【００１６】
　なお、第１コア１０は、自コア１０の演算でエラーが発生したと判定した場合、第１コ
アフラグをオンし、エラーが発生したと判定していない場合、第１コアフラグをオフする
と言える。また、第１コア１０は、第１コアフラグをオンすることでエラー状態を書き込
み、第１コアフラグをオフすることで非エラー状態を書き込むと言える、
　一方、第２コア２０は、第２コアフラグが記憶された記憶領域である第２フラグ領域２
１を含んでいる。第２コアフラグは、第２コア２０によって値が設定されるフラグである
。また、第２コアフラグは、第２コア２０による演算にエラーが発生したか否か、すなわ
ち第２コア２０の演算状態を示すフラグである。よって、第２コアフラグは、第２コア２
０による演算にエラーが発生したか否かによって値が書き換えられる。この第２コアフラ
グは、第２コア２０のみが値を設定できる。このため、第１コア１０は、第２コアフラグ
の値を設定できない。
【００１７】
　なお、第２コア２０は、自コア２０の演算でエラーが発生したと判定した場合、第２コ
アフラグをオンし、エラーが発生したと判定していない場合、第２コアフラグをオフする
と言える。また、第２コア２０は、第２コアフラグをオンすることでエラー状態を書き込
み、第２コアフラグをオフすることで非エラー状態を書き込むと言える。
【００１８】
　このように、各コア１０，２０は、自コアの演算にエラーが発生したことを記憶可能に
構成されている。なお、各コアフラグの設定に関しては、後程、各コア１０，２０の処理
動作とともに説明する。
【００１９】
　第１コア用ＲＡＭ１２（以下、第１ＲＡＭ１２）は、第１コア１０専用の記憶装置であ
る。第１ＲＡＭ１２には、第１コア１０のみが用いる変数などが記憶されている。一方、
第２コア用ＲＡＭ２２（以下、第２ＲＡＭ２２）は、第２コア２０専用の記憶装置である
。
【００２０】
　また、第２ＲＡＭ２２は、記憶領域として変数領域２２ａを含んでおり、第２コア２０
のみが用いる変数などが記憶されている。例えば、変数領域２２ａには、第２コア２０の
みが用いる変数ｄが記憶されている。変数ｄは、第２コア２０によって演算されて、値が



(5) JP 6558317 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

書き換えられる。変数領域２２ａは、変数記憶部に相当する。
【００２１】
　共有ＲＡＭ３０は、第１コア１０と第２コア２０に共通に設けられた記憶装置である。
共有ＲＡＭ３０は、記憶領域として、第１共有領域３１、第２共有領域３２、第３共有領
域３３を含んでいる。また、第１共有領域３１には、第１コア１０によって値が設定され
る第１フラグが記憶されている。第２共有領域３２には、第２コア２０によって値が設定
される第２フラグが記憶されている。よって、第１コア１０は、第２フラグの値を参照す
ることはできる。同様に、第２コア２０は、第１フラグの値を参照することはできる。
【００２２】
　なお、第１フラグは、第１コアフラグと同様に、第１コア１０による演算にエラーが発
生したか否かを示すフラグである。よって、第１フラグの値は、第１コアフラグと同じ第
１コア１０の演算状態を示している。このため、第２コア２０は、第１フラグの値を参照
することで、第１コア１０の演算状態を認識できる。
【００２３】
　一方、第２フラグは、第２コアフラグと同様に、第２コア２０による演算にエラーが発
生したか否かを示すフラグである。よって、第２フラグの値は、第２コアフラグと同じ第
２コア２０の演算状態を示している。このため、第１コア１０は、第２フラグの値を参照
することで、第２コア２０の演算状態を認識できる。
【００２４】
　なお、第１コア１０は、自コア１０の演算でエラーが発生したと判定した場合、第１フ
ラグをオンし、エラーが発生したと判定していない場合、第１フラグをオフすると言える
。同様に、第２コア２０は、自コア２０の演算でエラーが発生したと判定した場合、第２
フラグをオンし、エラーが発生したと判定していない場合、第２フラグをオフすると言え
る。
【００２５】
　また、第３共有領域３３には、第１コア１０と第２コア２０の両方が用いる変数が記憶
されている。例えば、第３共有領域３３には、第１コア１０と第２コア２０が用いる変数
ｃが記憶されている。変数ｃは、第１コア１０によって演算されて、値が書き換えられる
。
【００２６】
　ところで、各コア１０，２０が実行する浮動小数点演算は、浮動小数点型データを用い
た演算である。演算結果の浮動小数点型データは、第１ＲＡＭ１２や、第２ＲＡＭ２２や
、共有ＲＡＭ３０に記憶される。この演算結果の浮動小数点型データは、変数に相当する
。よって、上記変数ｃと変数ｄは、浮動小数点型データである。
【００２７】
　変数ｃは、第１コア１０が浮動小数点演算を行うことで得られる。つまり、第１コア１
０は、第３共有領域３３に記憶された変数ｃを演算するとともに、演算で得られた値に変
数ｃを更新する。よって、第１コア１０は、第３共有領域３３の変数ｃを演算結果の値で
書き換えると言える。
【００２８】
　一方、変数ｄは、第２コア２０が浮動小数点演算を行うことで得られる。つまり、第２
コア２０は、変数領域２２ａに記憶された変数ｄを演算するとともに、演算で得られた値
に変数ｄを更新する。よって、第２コア２０は、変数領域２２ａの変数ｄを演算結果の値
で書き換えると言える。さらに、第２コア２０は、変数ｃの値を保持しつつ、保持した値
を用いて変数ｄを演算する。このため、変数ｃは、他処理部における演算部の演算で得ら
れた変数に相当する。変数ｄは、保持した変数に関連する変数に相当する。また、変数ｃ
と変数ｄは、関連する変数と言える。
【００２９】
　このように、変数ｃは、第１コア１０と第２コア２０の両方で用いられるため、共有Ｒ
ＡＭ３０の第３共有領域３３に記憶されている。一方、変数ｄは、第１コア１０で用いら



(6) JP 6558317 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

れず、共有ＲＡＭ３０に記憶されている必要がないため、第２ＲＡＭ２２に記憶されてい
る。
【００３０】
　各コア１０，２０は、例えば、ＩＥＥＥ７５４規格に従ったデータ形式で、浮動小数点
型データを表す。ＩＥＥＥ７５４規格に従う単精度の浮動小数点型データは、１ビットの
符号部、８ビットの指数部、２３ビットの仮数部で構成される。
【００３１】
　この規格の浮動小数点データでは、例えば、数値として表現できない演算結果を非数と
して表現できるようになっている。０で除する演算や、∞（無限大）を用いた演算等の演
算結果が、数値として表現できない演算結果の一例として挙げられる。
【００３２】
　例えばこの規格では、指数部の８ビットが全て１で、すなわち指数部が１０進表記の２
５５で、仮数部が０以外の場合、この浮動小数点型データを非数と表す。また、この規格
では、指数部の８ビットが全て１で仮数部が０の場合、この浮動小数点型データを無限大
と表す。なお、０で除する演算や、無限大を用いた演算のような、数値として表現できな
い演算結果となる演算は、無効な演算と言える。
【００３３】
　また、各コア１０，２０で演算したデータが非数か無限大の場合に、各コア１０，２０
での演算にエラーが発生したと言うことができる。さらに、各コア１０，２０での演算が
無効な演算であった場合に、各コア１０，２０での演算にエラーが発生したと言うことが
できる。
【００３４】
　なお、以下においては、演算にエラーが発生した一例として、各コア１０，２０で演算
した浮動小数点型データが非数であった場合を採用する。よって、第１コアフラグ及び第
１フラグは、第１コア１０の演算で得られた変数が非数であるか否かを示しているものと
する。一方、第２コアフラグ及び第２フラグは、第２コア２０の演算で得られた変数が非
数であるか否かを示しているものとする。
【００３５】
　ここで、図２、図３、図４を用いて、第１コア１０と第２コア２０の処理動作に関して
説明する。第１コア１０と第２コア２０とは、図２に示すように演算を並行実行する。本
実施形態では、一例として、第１コア１０で非数が発生し、第２コア２０で非数が発生し
ない場合を採用する。
【００３６】
　まず、図３を用いて第１コア１０の処理動作に関して説明する。第１コア１０は、所定
の実行タイミングで図３のフローチャートをスタートする。
【００３７】
　ステップＳ１０では、変数ｃを演算する（演算部）。第１コア１０は、処理を開始する
と、変数ｃを演算する。
【００３８】
　ステップＳ１１では、非数が発生したか否かを判定する（判定部）。第１コア１０は、
ステップＳ１０での演算で非数が発生したか否かを判定する。言い換えると、第１コア１
０は、自コア１０における演算にエラーが発生したか否かを判定する。第１コア１０は、
例えばｃ＝９／０の場合、非数が発生する。
【００３９】
　第１コア１０は、ステップＳ１１で非数が発生したと判定した場合、ステップＳ１２へ
進む。ステップＳ１２では、第２コア２０に非数状態を通知する。第１コア１０は、ステ
ップＳ１１で非数が発生したと判定した場合、第２コア２０に対して、自コア１０で非数
が発生したことを通知する。なお、本発明は、ステップＳ１２を省略しても目的を達成で
きる。
【００４０】
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　ステップＳ１３では、第１フラグをオンする（エラー記憶部）。第１コア１０は、ステ
ップＳ１１で非数が発生したと判定した場合、第１共有領域３１の第１フラグをオンする
。言い換えると、第１コア１０は、非数状態を第１共有領域３１に書き込む。
【００４１】
　このように、第１コア１０は、第２コア２０と演算を並行実行しており、非数が発生し
たと判定した場合、非数が発生したことを第２コア２０との間で共有するために、非数が
発生したことを共有ＲＡＭ３０に記憶すると言える。また、第１コア１０は、第１共有領
域３１の第１フラグをオンすることで、演算を並行実行している第２コア２０との間で、
自コア１０で非数が発生したことを共有すると言える。なお、第１コア１０は、ステップ
Ｓ１１で非数が発生したと判定した場合、第１コアフラグをオンするとともに、第１共有
領域３１の第１フラグをオンする。
【００４２】
　ステップＳ１４では、変数ｃを初期化する（第１初期化部）。第１コア１０は、非数が
発生した変数ｃを初期化する。つまり、第１コア１０は、非数が発生したと判定した場合
、非数が発生したと判定された演算で得られた自コア１０の変数ｃを初期化する。
【００４３】
　第１コア１０は、ステップＳ１１で非数が発生したと判定していない場合、ステップＳ
１５へ進む。ステップＳ１５では、第２フラグがオンであるか否かを判定する（監視部）
。第１コア１０は、第２共有領域３２を確認することで、すなわち、第２フラグを確認す
ることで、他処理部である第２コア２０での演算で非数が発生しているか否かを監視する
。
【００４４】
　第１コア１０は、第２フラグがオンであると判定した場合、ステップＳ１６へ進み、第
２フラグがオンであると判定しなかった場合、ステップＳ１７へ進む。なお、後程説明す
るが、第２コア２０は、第１コア１０と同様に、自コア２０での演算で非数が発生した場
合、第２フラグをオンする。
【００４５】
　ステップＳ１６では、変数ｃを初期化する（第２初期化部）。第１コア１０は、ステッ
プＳ１５で第２フラグがオンであり、第２コア２０での演算で非数が発生していたと判定
した場合、非数が発生している変数ｄに関連する変数ｃを初期化する。第１コア１０は、
例えばｃ＝０とする。第１コア１０は、例えばプログラムの内容などによって、変数ｃが
変数ｄに関連するか否かを確認できる。なお、第１コア１０は、変数ｃが変数ｄに関連し
ないと判定した場合、ステップＳ１６を行う必要がない。
【００４６】
　ステップＳ１７では、変数ｃに演算結果を書き込む。第１コア１０は、ステップＳ１０
での演算結果を第３共有領域３３に書き込む。
【００４７】
　次に、図４を用いて第２コア２０の処理動作に関して説明する。第２コア２０は、所定
の実行タイミングで図４のフローチャートをスタートする。
【００４８】
　ステップＳ２０では、変数ｃをラッチする。第２コア２０は、第３共有領域３３に記憶
されている変数ｃを読み込んで、第２ＲＡＭ２２に記憶（保持）しておく。
【００４９】
　ステップＳ２１では、通知により変数ｄを初期化する。第２コア２０は、第１コア１０
から非数状態の通知がなされた場合、変数ｄを初期化する。第２コア２０は、例えばｄ＝
０とする。当然ながら、第２コア２０は、第１コア１０から非数状態の通知がなかった場
合、変数ｄの初期化を行わない。
【００５０】
　ステップＳ２２では、変数ｄを演算する（演算部）。第２コア２０は、ステップＳ２０
でラッチした変数ｃを用いて変数ｄを演算する。このように、第２コア２０は、第１コア
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１０における演算で得られた変数ｃを保持しつつ、保持した変数ｃに関連する変数ｄを、
保持した変数ｃを用いて演算する。
【００５１】
　ステップＳ２３では、非数が発生したか否かを判定する（判定部）。第２コア２０は、
自コア２０における演算にエラーが発生したか否かを判定する。第２コア２０は、ステッ
プＳ２３で非数が発生したと判定した場合、ステップＳ２４へ進む。
【００５２】
　ステップＳ２４では、第１コア１０に非数情報を通知する。なお、第２コア２０は、ス
テップＳ２４を省略しても目的を達成できる。
【００５３】
　ステップＳ２５では、第２フラグをオンする（エラー記憶部）。第２コア２０は、ステ
ップＳ２３で非数が発生したと判定した場合、第２共有領域３２の第２フラグをオンする
。言い換えると、第２コア２０は、非数状態を第２共有領域３２に書き込む。
【００５４】
　このように、第２コア２０は、第１コア１０と演算を並行実行しており、非数が発生し
たと判定した場合、非数が発生したことを第１コア１０との間で共有するために、非数が
発生したことを共有ＲＡＭ３０に記憶すると言える。また、第２コア２０は、第２共有領
域３２の第２フラグをオンすることで、演算を並行実行している第１コア１０との間で、
自コア２０で非数が発生したことを共有すると言える。なお、第２コア２０は、ステップ
Ｓ２３で非数が発生したと判定した場合、第２コアフラグをオンするとともに、第２共有
領域３２の第２フラグをオンする。
【００５５】
　ステップＳ２６では、変数ｄを初期化する（第１初期化部）。第２コア２０は、非数が
発生した変数ｄを初期化する。つまり、第２コア２０は、非数が発生したと判定した場合
、非数が発生したと判定された演算で得られた自コア２０の変数ｄを初期化する。
【００５６】
　第２コア２０は、ステップＳ２３で非数が発生したと判定していない場合、ステップＳ
２７へ進む。ステップＳ２７では、第１フラグがオンであるか否かを判定する（監視部）
。第２コア２０は、第１共有領域３１を確認することで、すなわち、第１フラグを確認す
ることで、他処理部である第１コア１０での演算で非数が発生しているか否かを監視する
。第２コア２０は、第１フラグがオンであると判定した場合、ステップＳ２８へ進み、第
１フラグがオンであると判定しなかった場合、ステップＳ２９へ進む。
【００５７】
　ステップＳ２８では、変数ｄを初期化する（第２初期化部）。第２コア２０は、ステッ
プＳ２７で第１フラグがオンであり、第１コア１０での演算で非数が発生していたと判定
した場合、非数が発生している変数ｃに関連する変数ｄを初期化する。つまり、第２コア
２０は、他コア１０が演算した変数ｃに非数が発生していた場合、自コア２０が変数ｃを
用いて演算する変数ｄを初期化する。第２コア２０は、例えばｄ＝０とする。第２コア２
０は、例えばプログラムの内容などによって、変数ｄが変数ｃに関連するか否かを確認で
きる。
【００５８】
　なお、第２コア２０は、変数ｄとは異なる変数に関しても、変数ｃを用いて演算を行う
ものであってもよい。この第２コア２０が変数ｃを用いて演算を行う変数は、第２ＲＡＭ
２２や共有ＲＡＭ３０に記憶されている。この場合、ステップＳ２８では、第２コア２０
は、変数ｄだけでなく、変数ｃを用いて演算を行う全ての変数を初期化してもよい。
【００５９】
　また、第２コア２０は、ステップＳ２２で変数ｄを演算した場合、ステップＳ２７より
も先に、変数領域２２ａの変数ｄを演算によって得られた値に更新してもよい。しかしな
がら、本実施形態では、ステップＳ２７で第１フラグがオンであると判定した場合、変数
領域２２ａの変数ｄを演算によって得られた値に更新する前に、変数領域２２ａの変数ｄ
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を初期化する。これによって、マイコン１００は、変数領域２２ａの変数ｄが二度更新さ
れることを抑制できる。また、マイコン１００は、変数領域２２ａの変数ｄが、非数が発
生した変数ｃを用いて演算された値に更新されることを抑制できる。
【００６０】
　なお、各コア１０，２０で演算された変数ｃ，ｄは、各種制御に用いられるものであっ
てもよい。この場合、マイコン１００は、変数領域２２ａの変数ｄが、非数が発生した変
数ｃを用いて演算された値に更新されることを抑制できるため、変数ｄを用いる制御の信
頼性を向上できる。
【００６１】
　ステップＳ２９では、変数ｄに演算結果を書き込む。第２コア２０は、ステップＳ２２
での演算結果を変数領域２２ａに書き込む。
【００６２】
　次に、図２のシーケンス図を用いて、第１コア１０と第２コア２０の処理動作を説明す
る。タイミングｔ１では、第１コア１０と第２コア２０とが処理を開始する。よって、第
１コアは、ステップＳ１０の処理を実行し、第２コア２０がステップＳ２０を実行する。
【００６３】
　タイミングｔ２では、第１コア１０がステップＳ１１、Ｓ１２を実行し、第２コア２０
が非数状態の通知を受けてステップＳ２１を実行する。タイミングｔ３では、第１コア１
０がステップＳ１３を実行し、第２コア２０がステップＳ２２を実行する。このとき、第
２コア２０は、ステップＳ２０でラッチした変数ｃを用いて、変数ｄを演算することにな
る。
【００６４】
　タイミングｔ４では、第１コア１０がステップＳ１４を実行し、第２コア２０がステッ
プＳ２３を実行する。タイミングｔ５では、第２コア２０がステップＳ２７を実行する。
そして、タイミングｔ６では、ステップＳ２８を実行する。なお、タイミングｔ６では、
第１コア１０はアイドル状態となる。
【００６５】
　このように、マイコン１００は、第１コア１０における演算に非数が発生したか否かを
判定し、非数が発生したと判定した場合、非数が発生したと判定された演算で得られた自
コア１０の変数ｃを初期化する。同様に、マイコン１００は、第２コア２０における演算
に非数が発生したか否かを判定し、非数が発生したと判定した場合、非数が発生したと判
定された演算で得られた自コア２０の変数ｄを初期化する。
【００６６】
　また、マイコン１００は、非数が発生したと判定された場合、非数が発生したことを第
１コア１０と第２コア２０との間で共有するために、非数が発生したことを共有ＲＡＭ３
０に記憶する。そして、マイコン１００は、各コア１０，２０が共有ＲＡＭ３０を確認し
て、他コアでの演算に非数が発生しているか否かを監視する。
【００６７】
　このため、各コア１０，２０は、自コアにおける演算で用いる変数が、非数が発生して
いる演算で得られた変数であるか否かを把握することができる。そして、マイコン１００
は、上記のように監視して非数が発生していた場合、非数が発生している演算で得られた
変数ｃに関連する自コア２０の変数ｄを初期化する。よって、マイコン１００は、変数の
演算を実行する複数のコア１０，２０が、非数が発生した演算で得られた変数ｃに加えて
、この変数ｃを用いて演算された変数ｄを初期化することができる。つまり、マイコン１
００は、他コアの非数発生に応じて、関連する自コアの変数を一括初期化できるとも言え
る。
【００６８】
　また、各コア１０，２０で演算された変数ｃ，ｄは、各種制御に用いられるものであっ
てもよい。上記のように、マイコン１００は、非数が発生した変数ｃを初期化できるだけ
でなく、他コア２０が変数ｃを用いて演算した変数ｄを初期化できる。このため、マイコ
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られるよりも、変数ｄを用いる制御の信頼性を向上できる。
【００６９】
　なお、本実施形態では、処理部としてのコア１０，２０を備えたデュアルコアマイコン
に適用した例を採用した。しかしながら、本発明はこれに限定されない。本発明は、処理
部としてのマイコンを複数備えた電子装置であっても適用できる。
【００７０】
　また、第２ＲＡＭ２２には、変数ｄの他にも、変数ｃを用いて演算されない複数の変数
を記憶している。第２コア２０は、ステップＳ２８で変数ｄを初期化する際に、変数ｄだ
けではなく、変数ｃを用いて演算されない他の変数も含めて全ての変数を初期化してもよ
い。つまり、第２コア２０は、ステップＳ２８で第２ＲＡＭ２２に記憶されている全ての
変数を初期化してもよい。この場合、第２コア２０は、変数ｃを用いて演算する変数ｄを
第２ＲＡＭ２２から選択する必要がない。よって、マイコン１００は、変数ｃを用いて演
算する変数を第２ＲＡＭ２２から選択するよりも容易に変数ｄを初期化することができる
。
【００７１】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明した。しかしながら、本発明は、上記実
施形態に何ら制限されることはなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において、種々の変
形が可能である。
【符号の説明】
【００７２】
　１０…第１コア、１１…第１フラグ領域、１２…第１コア用ＲＡＭ、２０…第２コア、
２１…第２フラグ領域、２２…第２コア用ＲＡＭ、２２ａ…変数領域、３０…共有ＲＡＭ
、
３１…第１共有領域、３２…第２共有領域、３３…第３共有領域、１００…マイコン、２
００…ＥＣＵ
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